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15°首が動く構造15°首が動く構造壁つなぎ
用金具の

組立て長
さ（すき間

）

アンカー反力(風荷重W)の計算は必ず行うこと

　●　重要、壁つなぎ用金具は15°曲がる構造（ピンボ
ルト）のために圧縮力が作用すると、必ず曲げたわみ
が生じます。 この時、プレートアンカー／ボルトの
根元が曲がり、外壁目地部（パネル）を損傷するこ
とがありますので、損傷対策が重要です。

図－2

アンカー反力：風荷重（W）の計算は必ず行って安全の確認を厳守して下さい。
風荷重の（W）の計算表(P.14)をご参照下さい。

軽 量 C チャン 引 張 強 度 ( 抜 け )

鋼板厚(t)

引張最大荷重(Pu) 許容設計引張荷重(Pa)
1.6
2.3
3.2

240（2.4） （平均）
440（4.4） （平均）
830（8.3） （平均）

120（1.2）
220（2.2）
410（4.1）

安全率(F)圧縮荷重
2以上
2以上
2以上

壁あて
ジャッキで
対応

項目

ドリルビスは、取付けるCチャン鋼板厚で下表のように引張り強度が左右されます。

この対処として、アンカー間隔を細かくして、アンカー1ヶ所に作用する力を小さくする事が
必修条件です。

Cチャン鋼板厚 t=1.6(板厚不足)は危険  t=2.3以上がよい

Ⅰ.

Ⅱ.
Ⅲ.

Ⅳ.

単位：kgf（kN）

ドリルビスは、鉄板を削孔するために、丸鋼を浸炭焼入れをしている。 このため、
圧縮荷重（曲げ荷重・衝撃荷重）に折れやすい欠点があります。
この欠点を補佐するため、圧縮荷重対策として壁あてジャッキをアンカー本数の
1/4～1/5（現在までの実績より）取付けることを厳守して下さい。

首ねじ結合

360°方向
15°首振り可動

●KT06 ●KTF
〈首ふり結合〉

／設計・施工の手引き

パネル損傷対策

A×50%以下

B×50%以下

6

7

溶接強度3
図－1

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

（1）溶接方法略図

（2）溶接強度の計算

●設計強度●取付け間隔●圧縮・たわみ対策●横揺れ・照査水平※荷重対策

4

圧縮荷重に対するたわみ対策5

認定品

（2007.5）

プレート型／

図－3

ピンボルト

ドリルビス型／

壁つなぎ用金具

壁あてジャッキ（当社の製品ではありません。）
（足場機材）

※照査水平荷重：風荷重以外の足場に
　　　　　　　　作用する水平方向荷重

●設計基準：（一社）仮設工業会・厚生労働省「安衛法規則・第44条～第46条」に準じた設計です。

プレートアンカーの設計強度には、 横揺れ照査水平
荷重対応は含まれていないので、 別途に壁あてジャッキ
や、 大筋かい（足場パイプφ48.6等）を設ける事。
また、平面的にはAB側面の交叉コーナー部をしっかり緊
結して、足場の横方向への剛性を高めることが重要です。

保護マット保護マット

スパン：L

（但しKT06・KTF（ドリルビス）は除く）

たわみ対策として、壁あてジ
ャッキ（図－3）で、サポート
（突張り）してたわみを生じな
いようにして下さい。 取付け
個数は、現在までの実績よ
りアンカーの1/4～1/5を目
安にして下さい。

壁つなぎ用金具と
プレートアンカーの
組立て長さ（L）

L＝40cm以下

L＝40cmを
超える場合

圧縮力に対する
たわみ対策

①

②

●たわみ対策不要（必要ない）
（圧縮力に耐える強度）

横揺れ・照査水平※荷重対策

　●　プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐
力を十分発揮出来るよう、壁に対して直角に取付け
て下さい。

5m
m
以
上

●設計基準：ドリルビス型（φ6）の材質は浸炭焼入、断面積（A）が細く（一社）仮設工業会のねじ径基準外となるので、下記の条件を厳守して下さい。



取付け要点
詳細は

11ページ参照

取付け要点
詳細は

12ページ参照

形状規格 取付け要点取付け要点

引張荷重
（Pa）

引張
最大荷重
（P）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

13

8

14

15

LS－10

―

―

―

〔φ6（細径）のため、ねじ径基準外製品〕

〔M6（細径）ねじ径基準外製品〕

〔M6（細径）ねじ径基準外製品〕

（M8は特注）

 （荷重値は“概数”とする。）

1.00
（10.0）

受注数

（※品質向上のため製品寸法を予告なく変更することがあります。）

（※品質向上のため製品寸法を予告なく変更することがあります。）

2.60
（26.0）

1.00
（10.0）

2.60
（26.0）

1.00
（10.0）

2.60
（26.0）

0.50
（5.0）

1.10
（11.0）

1.00
（10.0）

2.60
（26.0）

0.50
（5.0）

1.00
（10.0）

2.60
（26.0）

0.25
（2.5）

1.00
（10.0）

2.50
（25.0）

0.35
（3.5）

0.70
（7.0）

1.50
（15.0）

0.25
（2.5）

0.50
（5.0）

1.10
（11.0）

1.00
（10.0）

2.60
（26.0）

1.00
（10.0）

1.00
（10.0）

2.60
（26.0）

0.45
（4.5）

0.90
（9.0）

0.45
（4.5）

0.90
（9.0）

壁
あ
て
ジ
ャ
ッ
キ
で
対
応
＝
J

≒0.50
（5.0）

≒0.50
（5.0）

0.50
（5.0）

0.50
（5.0）

≒0.50
（5.0）

単位：tf（kN）

W3/8

M6

M6

35・50

50・60・75・100
（ALC版）

15・20・35

50組
(3.5kg)

25組
(9kg)

※有効ねじ外径φ9mm以上＞M6・M8（細径）ねじ径基準外製品
〈（一社）仮設工業会 第8節3.（5）〉



●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

L＞40cmを越える場合はたわみ対
策として壁あてジャッキを壁面にあて
対応（提案）。数量は現在までの実
績よりアンカーの1/4～1/5を目安
にして下さい。

許容設計荷重

2.60（26.0） （破断）
1.0～0.8（曲げ変形）
（10～8.0）

1.00（10.0）

―
≒0.50（5.0）

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

引 張 強 度

AL－125　縦張工法／横目地用  《目地幅10mm》

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

横張工法／縦目地にも対応出来ます。

単位：tf（kN）

圧 縮 強 度

保護マット

当社の製品ではありません。

壁つ
なぎ
用金
具の
組立
て長
さ（L
）

各規
格と
も共
通

縦壁の場合には、通しアングルにプレート
アンカーを水平にセットし、溶接をしっか
りと行います。溶接は、φ3.2以下の溶接
棒を用い、溶接は有資格者によって行うよ
うにして下さい。

（1）溶接方法略図

5m
m
以
上

プレートアンカーは、上から軽く叩くようにして
セットして下さい。特に切欠きなどしなくても、
楽にセットが出来ます。

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

32
82

8

●　AL－125はロッキング構法に使用可
　　専用金具はP.8 LS－10参照



0.50（5.0）

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

47

φ5.5

M5×25/4本

M5×25

φ9

AL－75P　横張工法／縦目地直接型  《目地幅15mm以上》

AL－25K　横張工法／縦目地直接型  《目地幅15mm以上》

0.50（5.0）
―

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

2.60（26.0） （破断）
1.0～0.8（曲げ変形）
（10～8.0）

1.00（10.0）

―
≒0.50（5.0）

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

引 張 強 度

保護マット

当社の製品ではありません。

単位：tf（kN）

圧 縮 強 度

1.10（11.0） （破断）

1.00（10.0） （曲げ変形）

単位：tf（kN）

L＞40cmを越える場合はたわみ対
策として壁あてジャッキを壁面にあて
対応（提案）。数量は現在までの実
績よりアンカーの1/4～1/5を目安
にして下さい。

φ17.5
5.55.5

φ
17
.5

9



SY－45　横張工法／縦目地用  《目地幅10mm》

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

溶
接
長
：
4
5
m
m

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

2.60（26.0） （破断）
1.0～0.8（曲げ変形）
（10～8.0）

1.00（10.0）

―
≒0.50（5.0）

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

引 張 強 度

単位：tf（kN）

圧 縮 強 度

保護マット

当社の製品ではありません。

L＞40cmを越える場合はたわみ対
策として壁あてジャッキを壁面にあて
対応（提案）。数量は現在までの実
績よりアンカーの1/4～1/5を目安
にして下さい。

溶接は有資格者によって行うようにして
下さい。

（1）溶接方法略図
8

（※押出成形セメント板の構造上33mmとした。）

※

アングル又は角柱

φ
1
6
.5

3 16

φ16.5 33

5m
m
以
上

135



※ L＞40cmを越える場合の
圧縮たわみ対策

●壁つなぎ金具とプレートアンカー／ロングボルト組立長：L※

SB－35　横張工法／縦目地用  《目地幅10mm》

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

14  （荷重値は“概数”とする。）

Uプレートを通しアングルおよび
本体鉄骨にしっかり密着させ、両
側のかいさき部を十分に溶接しま
す。片側溶接や溶接不足は強度上
危険ですので、厳禁です。
溶
接
長
：
4
5
m
m

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

保護マット 当社の製品ではありません。

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

2.60（26.0） （破断）
1.0（10.0）
（曲げ変形）

1.00（10.0）

―
0.50（5.0）

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

引 張 強 度

単位：tf（kN）

圧 縮 強 度

2.60tf
（26.0kN） 

保護マット

当社の製品ではありません。

L＞40cmを越える場合はたわみ対
策として壁あてジャッキを壁面にあて
対応（提案）。数量は現在までの実
績よりアンカーの1/4～1/5を目安
にして下さい。

φ
9
.8

引張最大荷重
（P）［耐力］

1
4

17
0



引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

2.50（25.0）（破断）

0.50（5.0）（曲げ変形）

1.00（10.0）

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

引 張 強 度

圧 縮 強 度

≒
13
.5

28 ≒13.5

ウェルドナット
（W3/8×8）

45

φ7

φ
7

≒22

左
右
2
0
m
m
以
上

ST－56　縦張工法／横目地用  《目地幅15－6＝9mm》

1
成形版と通しアングルの目地
に、プレートアンカーのボル
トを差し込みます。9mmの目
地に（棒径φ8.3）W3/8のねじ外
径φ9.3のボルトを挿入するこ
とになります。

ボルトセット(挿入）は
十分目地巾を造る 2

ボルトの挿入位置の目地幅が
9.3mm以上に施工することが本工
法の重要ポイントです。

ボルトは目地（9mm）の
中心にセットしてから溶接

4 ボルトの取外しは
慎重に 5 施工後は

防水を完全に

ボルト取外し後は、ねじ孔に防水
シールを施し、雨仕舞いを行って
下さい。

3 取付けは正確に
溶接は確実に

溶接不足は厳禁です。なお、
溶接は有資格者によって行う
ようにして下さい。

1
56
9

W
3
/8
の
ね
じ
径

φ
9
.3

通しアングル
AーA断面

ボルト挿入位置
ベビーサンダーなどで削って
目地巾9.3mmとして下さい。

2
0
以
上

1
3
.5

溶
接
厚
さ

3
m
m
以
上

取付け個所：通しアングルのうしろ

溶接厚さ

溶接長さは左右20mm以上

0.25（2.5）
―

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

　●　取付け位置／
　アングルの後ろ側

ボルト／BM－125－9
（W3/8）

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

13.5

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

単位：tf（kN）

保護マット

当社の製品ではありません。

L＞40cmを越える場合はたわみ対
策として壁あてジャッキを壁面にあて
対応（提案）。数量は現在までの実
績よりアンカーの1/4～1/5を目安
にして下さい。

溶接長さ
左右20mm以上

溶
接
長
さ

左
右
2
0
m
m
以
上

“お知らせ”　M8タイプ（ねじ径φ8）をご希望の方は、ご相談下さい。（特注品） 
令和元年7月より



足場パイプ

通しアングル

LS重量受け

溶接
アングルの
下面から20以上

プレート／P－10

ボルト／BM－80

8

8 LS－10　縦張工法／横目地用  《目地幅15》

BM－80

M10

LS型

P－10

φ12マド
●立体図 ●プレート／P－10

Ａ部詳細

〈側　面〉 〈断　面〉

42 10

42
6
5 4
5

2
0

溶
接
長
さ

両
外
面
2
0
m
m
以
上

（
ア
ン
グ
ル
下
面
よ
り
）

M10（φ15）
フランジ溶接ナット

φ
15

2
0

φ
12

1
0

3.23.2

1 溶接は、下図のようにプレート／P－10の
両面を、長さ20mm溶接高さ≒5mmで行っ
て下さい。 尚、溶接は有資格者による。

取付けは正確に
溶接は確実に

プレートアンカー／LS－10・取付け位置

2 取付け例

42

H
：
10

溶
接
厚
さ

5
m
m
以
上

LS－10のねじ高さ（H）≒10mmをしっかりねじ込ん
で、通しアングルにぶつかることを確認して下さ
い。 取付け位置は、縦目地と横目地（幅＝15mm）の
中心（交点）に行って下さい。

LS金具

ボルト／BM－80

M10ねじ長20
（ねじ掛代：10）

通しアングル
の下面
通しアングル
の下面

LS重量受け

通しアングル
L－65×65×6L－65×65×6（通し）

Zクリップ

50
クリアランス

（35）
60

10 60

溶
接
長
さ

2
0
以
上

縦盲目地（10）

プレートアンカー
LS－10

A部

断面

15
 横
目
地

溶
接
幅
2
0
以
上（
両
面
）

15
 横
目
地

15
 横
目
地

溶
接
幅
2
0
以
上（
両
面
）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

“お知らせ”　平成31年2月5日より新発売 ALCロッキング構法

※LS縦張工法／㈱ノザワ「ハンドブック」2016.9版より ※ALCロッキング構法取付け例／
　「ALCパネル取付け構法標準・同解説」
　　（ALC協会平成25年版より）

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

1.50（15.0）（プレート曲げ変形）

0.70（7.0）（ボルト曲げ変形）

0.70（7.0）

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

引 張 強 度

圧 縮 強 度
0.35（3.5）

―

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

保護マット

当社の製品ではありません。

単位：tf（kN）

L＞40cmを越える場合はたわみ対策として
壁あてジャッキを壁面にあて対応（提案）。
数量は現在までの実績よりアンカーの1/4
～1/5を目安にして下さい。

ALC版外壁用

50・60・75・100

●ボルト／BM－80

●ボルト／BM－125（ALC版用）

※プレート／P－10は、曲げ高さ：Hが低いため、P＝1.50tでプレート曲げ変形

FB－75×100（6）

ALC

B部詳細

ボルト／
BM－125

プレート／
　　P－10

12

10（クリアランス） イナズマプレート W

通しアングル

ウケプレート
（自重受金物）

平プレート

メジプレート

ALC

ALC

B部

≒10 100

溶
接
長
さ

2
0
m
m
以
上



引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

0.50（5.0）（曲げ変形）

溶接＝1.10（11.0）

ビス止め破断（M5）＝1.10（11.0）

9

テックスビス
（M5×25）

47

M5孔（
φ5.5

）
M5×25/4本

φ9

RN－15　横張工法／ヨコ浮し張り工法用  《目地幅10mm》

テックスビス
（M5×25）

平頭

0.25（2.5）

―

組立て長（L）
Ｌ＞40cm
圧縮たわみ
対策

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

■取付け要領と注意点

（鋼板厚さ（t）＝1.6mmは強度不足）

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

参考資料１ 壁あてジャッキ固定／クランプ（直交）の耐力試験について

１．試験条件／　●　現場の使用方法に近い状態とした。
　　　　　　　　●　クランプ（φ48.6直交）1個使用　　●　組立て長さ（スパン）：400mm
２．試験場所／（一財）建材試験センター西日本試験所（山口）
３．試験結果 （荷重値は“概数”とする。）

本試験は、壁つなぎ用金具の圧縮荷重補強対策として使用される、壁あてジャッキを固定するクランプの耐力を確認するために行った。
その結果、圧縮最大荷重（Pmax）≒1.0tで、クランプが回転スベリすることが判った。

風荷重の考え方参考 風荷重は足場に常時作用するものではなく、作用した場合でも風の特性により比較的瞬間的な荷重である。
（「足場・型枠支保工設計指針」（一社）仮設工業会風荷重の考え方より引用文）

9

試　験　供　体
クランプの締付けトルク

足場パイプ（鋼） 塩ビパイプ
圧縮最大荷重
（Pmax）t/本

0.70
（平均）35 3

A

塩ビパイプ（φ48）
VP40

足場パイプ（鋼製）固定
クランプが回転スベリ
した。
（α＝180°）25～30B

1.00
（平均）35 3足場パイプ

鋼（t＝2.3）φ48.6 ―

本数区分 観 察 状 況

N・m N・m

写－1 試験状況
クランプ回転すべり

組
立
て
長
さ（
ス
パ
ン
）

＝
4
0
0

組
立
て
長
さ（
ス
パ
ン
）

＝
4
0
0

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

0.50（5.0）

0.50（5.0）

単位：tf（kN）

保護マット

当社の製品ではありません。

L＞40cmを越える場合はたわみ対策として
壁あてジャッキを壁面にあて対応（提案）。
数量は現在までの実績よりアンカーの1/4
～1/5を目安にして下さい。

6
0
3
5
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10

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

許容設計荷重

ボルト／KB－34は径が細い
（φ6）ので、 壁あてジャッキ
で対応

お願い　GB型の施工は、現在（H29年3月）ほとんどありません。

GB：直張り工法

GB－20　横張工法／ヨコ直張り施工法用  《目地幅10mm》

壁あてジャッキ
で対応

――

0.45（4.5）

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

圧縮たわみ
対策の条件

●溶接方法
　図のようにボルトをセットして
　溶接熱対策をして下さい。

●溶接個所
　図のようにねじ保護のため、
　ボルト部は溶接しないで下さい。

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。■取付け要領と注意点

写－2 クランプ（直交）固定状況

壁あてジャッキ（足場機材）またはサポート
材を壁面にあて対応して下さい。数量は
現在までの実績よりアンカーの1/4～
1/5を目安にして下さい。

〔※溶接棒線径φ3.2mmを使用下さい。〕

保護マット

当社の製品ではありません。

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

単位：tf（kN）

0.90（9.0）以上
（φ6ボルト破断）

〔M6は、ねじ径基準外製品〕



11

壁つ
なぎ

風圧
力

●　横揺れ・曲げに弱い→折れ易い

①圧縮荷重対策として壁あてジャッキをアンカー本数の現在までの実績より1/4～1/5取付けることを厳守して下さい。
②保安シート⇒布シートは風荷重を沢山受けるので使用しないで下さい。
③曲げ取付けはドリルビス首下が折れる危険があります。

引張
最大荷重
（P）

500（5.0） 200（2.0）

200（2.0）

200（2.0）～

280（2.8）
〈1.6〉
400（4.0）～

480（4.8）
〈2.3〉
800（8.0）～

850（8.5）
〈3.2〉

1300（13.0）～

1400（14.0）
〈6〉

120（1.2）
〈1.6〉

220（2.2）
〈2.3〉

410（4.1）
〈3.2〉

700（7.0）
〈6〉

100（1.0）

引張荷重
（Pa）

圧縮荷重
（Pc）

壁
あ
て
ジ
ャ
ッ
キ
で
対
応

5 6

7

壁つなぎ

パネル目地底に
ぶつける

アングル
など

壁つなぎ金具の曲げ取付け
は危険

前提条件：プレートアンカー／KT06型が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

全長（L）が不足の時は㈱不二越のLST550 φ5.2×270（丸頭）をご使用下さい。

単管

足場パイプ

許容設計荷重

11 KT06（KTM）　首固定タイプ  《目地幅：規定なし》

 （荷重値は“概数”とする。）

圧縮力は、壁あてジャッキで対応
（足場機材の部品）

ねじ込み不足：折れる
（破損）

ねじ込み不足：折れる
（破損）

当社の製品ではありません。保護マット

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

（例：イソバンド
など）

〈　〉は鋼板厚さ 各サイズ共通

単位：kgf/本（kN/本）

刃先≒22 1～

20

25～

50

60～

90

P（kgf/本）鋼板厚（t）

鋼板厚さ（t）＝4.5～
6mmの時は下孔
φ5mmを穿けると
効率がよい。

刃先≒22

刃先≒22

●ドリルビス型（φ6）の材質は浸炭焼入のため（一社）仮設工業会のねじ径基準外製品となるので、下記の条件を厳守して下さい。
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壁つ
なぎ

風圧
力

壁つなぎ

パネル目地底に
ぶつける

アングル
など

単管

●横揺れ・曲げにKT06より強い

①圧縮荷重対策として壁あてジャッキをアンカー本数の現在までの実績より1/4～1/5取付けることを厳守して下さい。
②保安シート⇒布シートは風荷重を沢山受けるので使用しないで下さい。
③曲げ取付けはドリルビス首下が折れる危険があります。

4

5

引張
最大荷重
（P）

ドリルの
摘要板厚
（mm）

壁厚
（mm） 引張荷重

（Pa）
圧縮荷重
（Pc）

壁
あ
て
ジ
ャ
ッ
キ
で
対
応

壁つなぎ金具の
曲げ取付けは危険

前提条件：プレートアンカー／KTF型が、 その耐力を十分
              発揮出来るよう、壁に対して直角に取付けて下さい。

KT06より

足場パイプ

許容設計荷重

12 KTF　首ふりタイプ  《目地幅：規定なし》

 （荷重値は“概数”とする。）

ねじ込み不足：折れる
（破損）

ねじ込み不足：折れる
（破損）

圧縮力は、壁あてジャッキで対応
（足場機材の部品）

保護マット 当社の製品ではありません。

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

P.11
KT06

〈　〉は鋼板厚さ 各サイズ共通

200（2.0）～

280（2.8）
〈1.6〉

400（4.0）～
480（4.8）
〈2.3〉

800（8.0）～

850（8.5）
〈3.2〉

100（10.0）
〈4.5〉

1400（14.0）
〈6.0〉

120（1.2）
〈1.6〉

220（2.2）
〈2.3〉

410（4.1）
〈3.2〉

500（5.0）
〈4.5〉

700（7.0）
〈6.0〉

単位：kgf/本（kN/本）

刃先≒22 1～

20

25～

50

60～

90

95～

120

125～

150

〈1.6〉

～
〈6.0〉

M6ねじ刃先（22）はねじ
機能はありません。

刃先≒22

刃先≒22

刃先≒22

刃先≒22

刃先≒22

●ドリルビス型（φ6）の材質は浸炭焼入のため（一社）仮設工業会のねじ径基準外製品となるので、下記の条件を厳守して下さい。
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5.5 6.5 5.5

13

15

IC－80　石張工法／ヨコ目地用  《目地幅6mm》

PC－79　PCカーテンウォール用  《目地幅20～25mm》
吊上げ用インサート(M20)
(足場用のW1/2打込み
　アンカー使用)

プレート／PC－79の固定には、吊上げ用インサート（M20）又は足場用のW1/2打込みアンカー使用

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ用金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

前提条件：プレートアンカーおよび壁つなぎ金具が、その耐力を十分発揮出来るよう、
              壁に対して直角に取付けて下さい。

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

■設計強度 （荷重値は“概数”とする。）

ボルト／C－78は径が細い（φ6）ので、
壁あてジャッキで対応

壁あてジャッキ

保護マット 当社の製品ではありません。

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

●　壁つなぎアンカーの計算は許容設計荷重（●　Pa　●　Pc）で検討下さい。
変換の目安：1.0tf＝1,000kgf≒10kN＝10,000N

単位：tf（kN）

0.45（4.5）0.90（9.0）（φ6ボルト破断）

単位：tf（kN）

1.00（10.0）

1.00（10.0）

2.60（26.0）（破断）

2.00（20.0）（曲げ変形）

ルーズホール
（φ13×30）

3
0
10

15

φ
17
.5

φ17.5

φ17.5

77
54 23

77
50 27

5.5 6.5 5.5

77 27

50

（5
4）

（2
3）

※●　有効ねじ径基準外製品
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●　変換の目安：10kgf/m2≒100N/m2＝0.1kN/m2

参考資料２

※

※

W=      Vh CA1
16

2

=0.0625
考え方同じ

1
16

=0.625
5
8

壁つなぎは、圧縮および引っ張りにたいして500kg（≒5.0kN）以上に十分耐
える性能をもったものであること。
足場の風荷重による水平力は、壁つなぎによって抵抗される。この足場の壁
つなぎの受ける水平力を2章の2・3[2]より求める。

風荷重は足場に常時作用するものではなく、作用した場合でも風の特性により比較的瞬間的な荷重である。 
（「足場・型枠支保工設計指針」（一社）仮設工業会風荷重の考え方より引用文）

プレートアンカー取付けピッチ参考値・風荷重（W）の計算

　●　プレートアンカーの取付けピッチ＝作用面積A＝2層(垂直方向)×2スパン(水平方向)＝12.24m2が一般的(標準)間隔です。〈提案します。〉

3参考　●　壁つなぎ用金具（アンカー）の取付け間隔（取付けピッチ）

4風荷重とは

垂直方向（m）足場の種類 水平方向（m）

9以下

5以下

3.6以下

枠組足場

単管足場

ブラケット・一側足場

8以下

5.5以下

3.6以下

※ページ

17

62

103 ※（「足場・型枠支保工設計指針」（一社）仮設工業会より）

2風荷重（W）1m2当たりの計算値（取付けピッチ参考値）

1風荷重（水平力）の計算
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製品の主な材質

力の単位
重力単位→SI単位

10で変換の目安

状況により品質向上のため予告なく記載した寸法が変更になることがあります。

本資料に記載の実験データ等は、すべて参考データで、保証値ではありません。用途、状態、環境、作業方法、等により結果は異なりますので
ご注意ください。
本製品は、仮設用以外の使用は出来ません。

取り扱い上の注意

重力単位 SI単位

100gf
200gf
500gf

1kgf
2kgf
5kgf
10kgf
20kgf
50kgf
100kgf
200kgf
500kgf
1tf

0.981N
1.96N
4.90N

9.81N
19.6N
49.0N
98.1N
196N
490N
981N
1.96kN
4.90kN
9.81kN

SI単位→重力単位

SI単位 重力単位

1N
2N
5N

10N
20N
50N
100N
200N
500N
1kN
2kN
5kN
10kN

102gf
204gf
510gf

1.02kgf
2.04kgf
5.10kgf
10.2kgf
20.4kgf
51.0kgf
102kgf
204kgf
510kgf
1.02tf

①プレートアンカーの単位：1tf（kN）・kgf（kN）・又はkgf/本（kN/本）
②プレートアンカーの設計強度：●最大荷重／・引張・圧縮（P）「耐力」●許容設計荷重・引張（Pa）・圧縮（Pc）は“概数”（おお
よその数）で表示しました。

SI単位系の換算、ニュートン（N）、キロニュートン（kN）について（一社）日本クレーン協会の資料抜粋。

①つり上げ重量＝定格重量5t＋吊りフックの質量0.1t＝5.1t
　ワイヤロープにかかる荷重：F（力）
　　F（力）＝5.1t×9.8m/s2（重力加速度）＝49.98≒50kN

②SIでは、質量（kg）を力（N）に換算するには、地球上での標準
重力加速度を「9.80665m/s2」と定めていますが、簡略し
て計算するときは「9.8」や「10」を乗じることが一般的に行
われています。
　（9.8で換算すると） （10で換算すると）
　　1kgf → 9.8N 　1kgf → 10N
　　1tf → 9.8kN 　1tf → 10kN

③プレートアンカーの設計強度（荷重値）SI換算は10（簡略）を
乗じて算出しました。

④単位の区分表

参考資料３

A

B

プレート
アンカー 設計強度の荷重表示・SI単位系の換算（SI：国際単位系）

■プレートアンカーの設計強度の荷重表示・SI単位系の換算例

■ SI単位系の換算例

JIS G 3131（SPHC）
又は相当材

JIS G 3507（SWRCH10R）
又は相当材

 1N ≒0.1kgf
 10N ≒1kgf
 100N ≒10kgf
 1kN＝1000N ≒100kgf
 10kN＝10000N ≒1000kgf＝1tf

単位 日本語（区分）
kgf
kg

重さ、重力、力、荷重
質量、重量

吊りフックの質量：0.1t

ワイヤロープF（力）

クレーン

定格重量：5t


